
7.ゆ とりの飼料給与

現状の飼養形態を維持 した規模拡大において、増える飼料給与の作業量に対 し、どんな 「ゆとり」の

工夫があるでしょうか。

まず、ゆとりを目指す経営の方向には様々あることを認識するべきです。

a)生 産 レベルを維持 してのゆとりの実現。(機械力導入による積極的生産拡大)

b)生 産を上げながら余裕を待てるシステムの導入。(フリース トールシステム)

c)経 営を縮小する。

(1)積 極的生産性向上 &ゆ とり飼料給与例

繋ぎ飼い牛合での飼料給与は種類と回数 ・給与量などから牛の前の往復回数が多くなります。

ゆとりの実現 と生産 レベル向上の両立の飼料給与 には以下を考慮に入れなければなりません。

a)誰 でも簡単に間違いなく出来ること (子供でも)。

b)第 一胃内の微生物の生態系を混乱させないで生産効率を高める。

c)乾 物摂取量を上げるあらゆる手だてを講 じる。

上記の条件を満たしながら、繋ぎ飼い式牛舎で楽に効率的な飼料給

与の事例があります。

それを参考に現状のままで楽に給与出来るシステムの体系化を試み

ました。

① ど こでもグループ分け

乳量水準、ボディコンディションや産次、繁殖によって共通する

グループ分けを行うと、飼料給与と管理は大分楽になります。

しかし、グループ間の移動は面倒です。

それぞれ 5～ 10頭レベルでまとめて数力所に設け、最小限の移動

に留め、なるべく指定席を守る。

そんなグループ分けはいかがでしょうか。

慣れると案外に簡単です。

② グ ループ間移動例

牛群能力によりますが、グループ分けする場合、高 ・中 ・低栄養の

3グ ループと乾平L牛グループが代表的でしょう。

そのグループ間の移動の決定条件は次の通りです。
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③ 給 与メニューの簡素化

個体 ごとの乳量水準などによる配合飼料の
｀
メリハ リ

〃
給与は結構煩雑です。

上記の 3グ ループを事例に、 3種 類のメニューだけで 1回 当たりの給与量を一定に簡素化 しま

す。

但 し、分娩前後の配合飼料の増給は食滞やアシドーシス予防から別プログラムが必要です。

表 1.グ ループ給与例

注:BP=ビ ートパルプ、配合①=C P18%程度、配合②=C P20%高エネルギー

粗飼料手作業給与

給与作業の中で、手作業の粗飼料給与はきつい肉体労働作業です。

毎日、 2回 以上だと段取 り等 も増えて実際の作業量が増えます。

そこで、一日一回給与だと短時間に肉体のきつさは増加 しますが、
一日一回給与の留意点は次の通 りです。

時間的なゆとりは増えます。

a)こ まめな掃き寄せ作業。(給与 しても実際に食わなければ何 もならない)

b)す ぐ熱を持つサイレージは一日一回給与を避ける。

c)採 食量の増加と掃き作業のし易い飼槽表面の滑 らか加工をする。

d)常 に粗飼料を切 らさないような補足給与をする。
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(2)機 械力 を利用 した 「ゆと り」事例

機械力の利用によるゆとり実現には、投資が伴います。

現状維持でのゆとりなのか、積極的生産向上と同時にゆと

して施設機械の導入を図るべきです。

りを得るためなのか、など目的を明確に

① 配 合飼料給与ロボット

斉 藤    淳  氏 (上風連)

乳牛の目の前を通り過ぎて自動的に二種類の

配合飼料を指示通 り給与するロボットを導入 し

ました。

肉体 ・精神的にもゆとりが出来たそうです。

(性 能 )

・ 一 日の給与量を各個体ごとに入力       写 真 4

・ 給 与時間を最大 8回 まで自由に設定可能

・ 各 時間の給与分配は回数分の割合

・ そ の他、泌乳曲線に合わせた給餌プログ

ラムを10パターンまで設定できる。

施工込みで価格は約260万円。

給与ロボット (斉藤 淳 氏)

|… 回
このシステムは積極的に生産性を高める可能

性があります。

しかし、食い込みなど、乳牛の状態のこまめ

な観察を忘れてはなりません。

写真 5 給 与 ロボ ッ ト(松岡英樹氏 ・上風連)

牛床は指定席になる、設置にある程度の広さが必要などの施設的な制約があります。

② 給 餌付きサイレージカッター

伊 藤 健 一 氏 (ゴヒ西男1)

通常のサイレージカッターにサイレージ掻き出しロールが付いていて、回転の方向により左右に給

餌出来ます。

しかし、出「l・通路の幅と高さが要求されます。(対頭式繋ぎ牛舎で3.6mの幅)

1時間半の給与作業が30分に短縮、非常に楽になってゆとりが出来ました。

写真 6 ら くらく給与 写真 7 か き出し口構造



写真 8 自 走式給餌車

③ 自 走式給餌車の利用

浜岡牧場 (桜ケ丘)

規模拡大 (増頭)に 伴い、サイレージの給

与作業は極めて辛いものになります。

特に普段の旦那さんの給与作業を緊急に奥

さんが代行する場合には大変です。

こんな時にも自走式給餌車は楽々と女性の

方でも簡単に出来るようです。 もちろん、普

段の給与作業も楽になります。

しかし、給餌車の施回する幅や移動する通

路の幅など施設的制約があります。運転技術

の学習はもちろんです。

④ ロ ールサイレージ給餌施設

桐 島    博  氏 (Jヒ西別)

パ ドックの草架でロールサイレージを給与すると、個体間の競合、周辺の汚れ、落ちる餌の無駄

など多 くの問題があります。

パ ドックに屋外給餌施設を設けると次のような利点があります。

・ロールサイレージカッターを牽引して給与出来る。

・飼槽と牛側の通路 も掃除作業がスムーズ。

・きざみサイレージ、TMRな どの給与方法の幅が広 くなる。

写真10 屋 外給餌施設事例
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8。 「ゆとり」を求めた乳質改善事例

酪農を専業とする根室地域において、衛生的乳質の確保は大きな課題の 1つ とされます。

しかし、なかなかその改善が進んでいないのが現状です。

本格的な酪農業の国際化を目前にひかえ、乳質の問題はこれから益々クローズアップされてくること

が予想されます。

このような状況を克服 し、「ゆとり」の追求を考えた乳質改善を実現するためのポイントとして

0基本的な搾乳方法や手順を無視 しない。

・乳質や搾乳効率を低下させる原因を作 らない。(乳房炎予防、乳頭損傷事故など)

・家族で協力、連携 して取 り組む。(抗生物質の混入防止など)

以上のことを踏まえて、実際に現場で実施されている 「ゆとり」を求めた乳質改善につなげるための

取り組み事例を紹介 します。

「
・・……・…… ・……・

卜運搬 レールの活用でらくらく搾乳 ll(1)自 動離脱装置とミルカーユニッ ト運搬 レール(

L . . _ ¨ _ ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ ― ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一̈ 」̈

最近のパイプラインミルカーのユニットは、自動離脱装置の導入により結構な重さになっています。

特に、繋留飼養では規模拡大をすることで、重量化 した ミルカーユニットの運搬作業が搾乳時の肉

体的、精神的負担を招いています。

中春別地区の数戸の酪農家では、自動離脱装置の導入と同時に

し、搾乳作業の効率化をはかっています。

・自動離脱装置とミルカーユニット運搬 レールの活用

自動離脱装置の活用により、 ミルカー離脱時の労

働的 ・肉体的負担は、かなり改善されます。

また、自動離脱装置付きの重い ミルカーユニ ッヽト

を運ぶ際に運搬用のレールを活用することで、単位

時間当たりの搾乳効率の向上や搾乳作業の省力化が

可能になります。

特に、乳検時の ミルクスケールを装着 したユニッ

トの運搬や女性の労働負担軽減にはたいへん効果的

です。

しかし、自動離脱装置を活用する際は、離脱時に

少 し牛乳の残る分房があっても、自動離脱装置にま

かせないと、活用の意味がありません。

場合によつては、 4分 房が同時に搾 り終わる牛を

揃えることが必要になるかもしれません。

また、 ミルカーユニット運搬レールの設置に当たっ

ては、牛舎構造や天丼のはりの有無でコストが変わ

ります。

特に天丼の高さは制限要因になりますので注意が

必要です。(最低 2m10cmは 必要)

ミルカーユニット運搬 レールを導入

写真11

中春別 小 原 義 男 牧場

写真12 中 春別 上 田 守 牧場



|

(2)搾 乳カー 卜の活用で搾乳に集中カアップ/ !

|

乳質改善を進める上で、搾乳作業を円滑に行 うことはたいへん重要となります。

しかし、実際の搾乳現場においては、搾乳者がバケツを片手に牛舎内を行 ったり来たりしている状

況が多 く見 られます。

その結果、搾乳手順が乱れ搾乳効率の低下を招 く原因になっています。

別海地区の酪農家では、搾乳カー トを活用することにより搾乳者が無駄な動きをすることなく、ゆ

とりある搾乳作業を実現 しています。

・搾乳カートの活用

写真14

別海地区 原 井松純牧場

搾乳カー トを活用すると、搾乳中に必

要な資材が一通 り揃 うため、搾乳者が処

理室と牛舎を行き来する必要がほとんど

なくなりました。

それで、搾乳作業がスムーズに進み無

駄な労力の削減ができます。

その結果、搾乳時間が短縮され、牛や

乳房の状態をじっくり観察するゆとりも

生まれました。

(3)省 力的な牛体衛生管理で乳質改善にチャレンジ/ 1

|

牛体や乳房を糞や尿で汚さないための牛床管理は、乳質にも大きく影響するとても重要な作業です。

しかし、規模拡大による多頭化飼育では、毎日の牛床の敷料交換は労力的にもたいへんな作業になっ

ています。

牛体の衛生の維持管理をするために毎日、朝、夕の 2回 の牛床への敷料補充を、ロールベールカッ

ターの利用により省力化をはかっている例を紹介 します。(写真 5)

・ロールベールカッターの活用

ロールベールカッターを活用することにより、毎日

100頭以上規模の牛床に対する敷料補充 も、 1回 の作

業が15分から20分程度で簡単に終わるため、手作業は

軽 く敷料をならす程度なのでたいへん省力的です。

また、繋留方式の牛舎においてもトラクターや作業

機が入っていける通路等の幅があれば有効に活用でき

ます。

‐
・・―

・・―

¨

写真13

別海地区 高 橋吉治牧場

写真15 中 春別地区 丁 牧場
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|(4)乳 頭損傷事故をストップ/ 1
1           1

乳頭の損傷事故は搾乳の作業効率の低下や牛乳生産の損失、乳質低下に大きな影響を与えます。

特に、スタンチョン方式の場合は育成期に放し飼い状態であった初産牛が牛合に繋留された場合に

は、なかなかスタンチョンに慣れてくれません。

また、寝起きする際に自らの平し頭を傷つけたり、他の牛の平L頭までも踏んでしまう牛もいます。

そこで繋留システムをスタンチョン方式からニューヨークタイストール方式に転換して、初産牛の

乳頭損傷事故、また肢蹄、関節の事故発生が減少しました。(写真16)

① 牛 にやさしい繋留システム

スタンチョン方式からニューヨークタイストール方

式に転換することにより、牛の寝起き行動が良 くなり

乳頭を傷つける牛の割合が減少 します。

また、肢蹄や関節を傷める牛 も減少するため、それ

に伴 う淘汰率の減少と産乳量の向上につながります。

さらに、管理者がスタンチョンに指を挟めたりする

事故 もなくなったり、メンテナンス (ナスカンの交換

トールにすると1頭 当たり7,000～8,000円前後かかりますが、

に比較すると、ほぼ同程度です。

② そ の他の対策方法

・ 削 蹄の実施

定期的な削蹄は、牛が乳頭を傷つけることを防止する効果があります。

また、蹄病を早期に発見 したり、治療できることにもなります。

蹄病の炎症による痛みは牛に対 して大きなストレスであり、乾物摂取量の低下を招きます。そ

れに伴って乳量や乳質にもたいへん影響 します。

それを改善するうえで定期的な削蹄 (最低 1年 2回 )は 効果的です。

・サブヒールの活用

乳頭損傷事故防lL用の器具としてサブヒールがあります。

サブヒールは、 ドーナツ型の発泡ウレタン素材であり、牛

の左右後肢の蹄と副蹄のあいだの繋ぎ部に取り付けます。

後肢を蹴 り上げたときに冨」蹄で乳頭を傷つけたり、寝起き

の際に後肢の蹄での乳頭を踏みつけを防1上するはたらきがあ

ります。

ただし、これは補助的なものであり、基本的には寝起きし

やす く改善することが 1番効果的であると考えるべきです。

(Fヨチヨ17)

写真16 別 海地区 川 上 照 男牧場

程度)も 簡単です。

建設 コス トは、ニューヨークタイス

スタンチ ョンの老朽化 による交換費用

-34-

写真17 サ ブ ヒールの活用
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家族で協力/抗 生物質混入防止を

最近、抗生物質が生産された牛乳へ混入 したために、酪農家に大きな損害を与えるなど大きな問題

になっています。また、地域での信用問題はもとより、消費者への牛乳や酪農に対するイメージダウ

ンにもつながってきます。

抗生物質の混入を防ぐために、経営者のみならず家族全員での協力 ・連携が必要です。 ここでは、

各地区で取 り組まれている様々な事例を紹介 します。

① 乳 房炎治療牛や疾病牛の群分け搾乳

乳房炎や疾病牛を治療後、直ちに群分けし隔離

して搾乳することで、抗生物質の混入の危険性が

/1Nくなくなります。

それにより家族の誰でもが搾乳をできるように

なります。

② 牛 名札の活用

市販の牛名札を活用 して乳房炎治療牛は直ちに

治療分房を記入することで、家族はもとよリヘル

パーを依頼するときにも役に立ちます。

③ マ ーキングバンドやカラースプレーの活用

乳房炎や疾病牛の治療に立ち会った人が責任を

もって、マーキングバンドを足につけたり、カラー

スプレーで乳房にマーキングする方法です。

「・・……・~~・・……・――̈……………………………………………………・…… l

l(6 )デ ィーラーによるミルカー年契約メンテナンス |

L . . _ ¨ _ ¨ 一 ¨ ― ¨ 一 ¨ ― ¨ 一 ¨ ― ¨ ― ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 ¨ 一 J

ミルカーは、 ‐般作業機とは違い毎日利用 しなければならないものであり、保守管理においては細

心の注意が必要です。

しかし、最近の ミルカーは構造が複雑になっているため、農家個人でメンテナンスをするのはたい

へん困難になってきています。

別海地区 ・根室地区のフリース トール農家では、 ミルカーのシステム点検を年契約でディーラーに

委託して、パーラーの保守 ・点検による労力的、精神的負担を軽減することで、乳質改善に対 して酪

農家とディーラーが相互に責任をもって取 り組んでいます。

写真18

牛名札の活用

0年 契約 による主なメンテナンス項 目

j:i,tft,t4 ? )v l 点 検  内 点 検 項 目

3ケ 月 毎 交 換 ライナー
、 ミル クチ ューブ

パルセーターチ ューブ

真空 ポンプ、パルセーター

レギュレーター

1年

随

回

日で,

システム点検表に従って

1突発的 トラブル処置 自動離脱装置の調整など

写真19

ビニールテープやカラー

スプ レーで治療牛を識別

年間契約基本料金 (例)

・パイプライ ン

6ユ ニ ント自動離脱付   110千 円

〃    無 し   90千 円

。パーラー

4頭 ダブル自動離脱付   150千 円

〃  無 し  100千 円

(ただ し、交換部品代 は別)



睡

9.繁 フ直を‖頂調にして 「ゆとり」を

牛は分娩 して初めて牛乳を生産 します。

酪農家にとつて、分娩が収益発生のスター トになります。

→□→団→
甲

→

〔発情の発見〕

発情の発見は、牛からのサイン (乗駕 ・粘液をたらす ・モウモウとなく・うろうろ歩 く・陰部が腫れ

る 0乳量が減るなど)を 見逃さず、絶対に見つけだすという意識を持って積極的に観察することで大き

く向上できます。

個体の識別ができるよう大きな耳標やネックをとりつけ、発見 した発情牛は忘れないように手帳等に

メモする事 も大切です。

(1)繁 殖管理盤の活用

予測管理をする～どの牛がいつ頃発情するかをあらかじめ知っておけば、限られた乳牛だけを注意

すれば良いことになります。

繁殖管理盤 そ の 1

1¶盤上に牛のナンバーを書いたマグネットを

配置 し、毎日円盤を動かし、マグネットの位置

によって、どの牛が発情なのか、分娩が近いか、

などの情報を知ることが出来ます。

価   格 ;24,000円程度

繁殖管理盤 そ の 1
繁殖管理盤 そ の 2

以前 は繁殖管理盤その 1を使 っていましたが、

家族みんなが一 日で全部の牛の繁殖状況が分か

るようにと作 ったものです。

これは、経産牛 は各牛舎 ごとに牛 1頭 ごとの

情報が書いてあるカー ドを実際と同 じく配置 し

てあるので牛がどこにいるのか、分かり易 くなっ

ています。

未経産牛 は初妊牛 ・授精牛 ・若牛 (6～ 13ケ

月齢)・子牛 (0～ 6カ 月齢)に 分 けて順番 に

カー ドを並べてあります。

材料 ;・ コンパネかベニヤ板

・白色のプラスチ ックの板

・釘

-36-

繁殖管理盤 そ の 2



カー ドの移動

乾乳牛

↑
授精牛

↑
若 牛

↑
子 牛

本牛舎の親牛配置図

牛No、授精 日を表示

通路

〆

[]←

一 月を表示

6～ i3カ月齢の若牛
牛NQ、生年月日、親牛Noを表示

0～ 5カ 月齢の若牛  牛 NQ、生年月日、親牛Noを表示

一 繁殖管理盤 そ の 2 説 明図 一

これらの繁殖管理盤がありますが、繁殖管理盤を活用するには、日頃から授精台帳に記録 し、整理

しておくことが基本となります。

(2)発 情発見補助器具 の利用

飼養頭数が増えれば増えるほど目が届かず、発情を見落とす機会が多くなります。
一回見落とすと一周期 (約21日)遅 れ、そのぶん経済的な損失がでます。

そのため、発情発見のための簡単な補助具を用いるのも一つの手です。

[チヨーク ・ベイン ト|

乗驚を直接発見出来なくても、尾根のスレ具合を見るとおおよそ見当がつきます。

ペイントを尾根の部分に塗っておき、その色の取れ具合で乗驚されたかを判断する方法です。

塗る間隔は21日 (3週 間)で よく、写真の製品は一缶で約100頭分使用でき、値段は3,500円となっ

ています。

放牧期間にこのチョークペイン トを利用 している事例
・チョーク・ペイント使用牛のチェック、観察は朝に行い、塗る間隔は21日 (3週 間)に している。
・発情を確認 しなくてはならない牛、種がついて確認 しなくてもよい牛を色分けして誰が見ても分

かるようにしている。
・チョークの取れ具合を 5段 階に分けてチェックし発情を観察 している。

(ス コ ア )□

半分 ぐらい取れた状態 完全 に
□
脚少 しも取れていない状態

発情の可能性小 このくらい取れていたら発情の可能性大

(3)繁 殖管理の外部委託

分娩予定日を表示

分娩予定日を表示

授精待ちの若牛
牛No、授精日、発情予定日を表示

同

これらのほかに、最近は、開業獣医さんに繁殖管理を任せるという方法もあります。

た状態



ちよつと一 患
～ スペ ー ス シ ャ トル の 時代 に～

私が生まれたのは、人類が月面に到着する3年 前のこと。

子供の頃はサターンロケット (知ってるかな ?)は あっても、スペースシャト

ルなんて絶対に実現 しない夢物語だと思 っていた。

そのころの牧場はまだ手搾 りで、牛乳を集めるのは集乳缶。

でも、それか らバケットミルカーが現れ、バーンクリーナができて、 コンパク

トベーラがロールベーラに変わって、パイプラインになって…。

地元の畜産大学へ進学 して、も、と上の階の研究室の教授の講義を覗いてみると

何やら変な図面を広げて熱弁をも、るっている。

自動搾乳 システムというらしい。

知恵を遮、りしばって考えてみても想像がつかない。

しばらく忘れていたら、今頃になって世間を騒がせている。

そう、「搾平LロボットJで ある。

現在の搾乳 ロボットは、枠場のような搾乳パーラーに牛を引き入れ、地面の部

分に取 り付けられたユニットがセンサーを頼 りに乳頭を探 し当てなんなく装着完

f、搾予Lが開始されるという仕組みだ。

とうぜん離脱 も自動に決まっている。なんとらくちんなものができたではない

か。

しか し、現段階では問題 も多い。

乳頭の位置は、牛によって微妙に違 う。

位置を確認できなければ、装着に時間がかかる。

当初は、搾乳が中断することも珍 しくなかったそうだ。

それで、自動 とはいえ、管理するヒトがついていなければならない。

まだまだ改善の余地が多いこの機械。あきらめて しまう必要なんてどこにもな

い。

あっという間に、とんでもない変化をとげるはず。

フリース トールの中を走 り回る搾乳 ロボットの出現。放牧地の中を追 って搾乳

をする搾子Lロボット…。

笑 っているのはだれですか ?

20年前、 スペースシャ トルを笑 いとば したのは私だ ったか もしれません。
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